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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
年最大流量の算出根拠については「平成17年度　関川河川整備計画検討業務」を参照。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●これより河川整備計画の再点検についてです。

・平成21年の河川整備計画策定以降、
　東日本大震災の発生や、雨の降り方の局地化・集中化・激甚化による全国
　的な自然災害の多発による総合的な防災・減災対策の必要性の高まりや、
　流域の社会経済基盤の発展の中で、これまで現計画に対する流域住民の
　懸念・要望に対し十分な合意形成が得られていないという観点から、

・関川流域委員会（流域委員会とは、河川整備計画の策定を進める中で、
　学識経験者等、地域の有識者の意見を頂くことを目的に設置する委員会）
　の専門部会として「関川・保倉川治水対策検討部会」を平成27年5月に
　設置し、河川整備計画の再点検を行っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・検討部会は、関川・保倉川の治水対策に対する調査、設計内容や具体的な
　対応策について、科学的・技術的・経済的な妥当性や設計内容等が住民の
　懸念・要望に応えるものか確認等を行うもので、平成27～29年の間に4回
　に渡って開催し、検討を行いました。

・その結果として検討部会では、「放水路案」が科学的・技術的・経済的に
　妥当であり、また、住民の懸念等の観点となる「安全度」、「地域への
　影響」等を総合的に評価すると、引堤案や河道掘削案、遊水池案や田んぼ
　ダム案と比較して優位であることが確認されました。

（参考）
・この他にもダム案と堤防嵩上げ案があったが、
　ダム案は地すべり防止区域が多く、ダムサイト（ダムの設置場所）の適地
　が少ない等の技術的な面から棄却、堤防嵩上げ案は堤平地でＨＷＬ
（計画高水位）を上げる怖さがあり、洪水被害ポテンシャルをの増大が懸念
　させるため棄却しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・検討部会の結果を踏まえ、平成29年7月に開催した「第１９回流域委員
　会」において、検討部会で優位とされた治水対策案の「放水路案」が支持
　され、放水路計画の具体化にあたって、重要となる留意点が示された。
　（留意点は後のスライドで説明）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
年最大流量の算出根拠については「平成17年度　関川河川整備計画検討業務」を参照。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
年最大流量の算出根拠については「平成17年度　関川河川整備計画検討業務」を参照。
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